
熊野町 熊野東防災交流センターモデル避難所

No１

前提事項

 「熊野東防災交流センター」は、令和3年5月に

工事が完了し、6月に開所された新しい施設。

 熊野町では、町内を東部・西部・中央部の三つ

に分け、それぞれに防災拠点施設を整備する構

想があり、当センターは、そのうち、東部の防

災拠点施設として建設された。

 設計の段階から、避難所として利用されること

が想定されており、設備が充実している。

検討会の流れ

熊野東防災交流センターでは、全部で４回の検討会を実施してマニュアルを作成した。

熊野東防災交流センターの外観

熊野町職員の意見
避難所での協力体制について町民と一緒に検討できて良かった。今後、ますます地域

の皆さんに施設を知っていただき、避難しやすい環境を整えていきたい。

【第１回検討会の主な議事内容】

 検討会の目的

 熊野町で起こる可能性のある災害と避難

 熊野東防災交流センターの避難所としての機能（視察）

【第２回検討会の主な議事内容】

 避難所開設の流れと役割分担

 避難所運営の流れと役割分担

【第３回検討会の主な議事内容】

 避難所開設の実地訓練

 避難所運営の実地訓練の振り返り

【第４回検討会の主な議事内容】

 避難所運営時の対応と流れの確認と意見交換

 避難所開設・運営体制の強化



熊野東防災交流センター 第１回検討会

検討会の参加者

 地域住民：10名（近隣の６つの自主防災会及び自主防災組織）

 行政職員：５名

 施設管理者：１名

検討会で話し合った内容

（１）熊野町で起こる可能のある災害と避難

 熊野町の被害想定をもとに地震災害と風水害それぞれ

で被害と影響を確認した。

 ハザードマップを見て地域の災害リスクを確認し、自

宅の浸水リスク、避難所までの安全な避難経路、避難

のタイミングなどをワークショップで確認した。 ワークで使用した避難シート

（２）熊野東防災交流センターの避難所としての機能

 避難所の設備や機能、備品、備蓄等を確認するため、

施設内の視察を行った。

 施設管理者の案内のもと、地域住民と質疑応答をしな

がら、各部屋の確認を行った。
施設の視察のようす

参考になるポイント

避難所としての機能が充実した施設の説明

平成30年7月豪雨の経験を踏まえ、住民の意見を取り入れて、避難所としての機能をあ

らかじめ盛り込んだ施設であるため、避難所を十分に活用するために、その機能や設備

等がどういうものであるか、周知しておく必要があり、視察を行うことで、実際に、ど

こに何があるかなど、地域の皆さんにも確認していただくことができた。

避難所内の設備を実際に見て、どう
いうものがあるか、またその使い方
を知ることができた。

地域住民 地域住民

検討会参加者の声

自宅が浸水の危険性があることがわ
かった。



熊野東防災交流センター 第２回検討会

検討会の参加者

 地域住民：10名（近隣の６つの自主防災会及び自主防災組織）

 行政職員：５名

 施設管理者：１名

検討会で話し合った内容

（１）避難所開設の流れと役割分担

 実際の状況を踏まえた、災害種別による避難所開設時

の対応の流れと、住民に協力してもらいたい活動を確

認していただいた。

 避難所開設時のひとつひとつの対応に対し、地域住民

が協力できるところを検討し、発表していただいた。 避難所開設の対応と流れ

（２）避難所運営の流れと役割分担

 避難所の実際の状況に即して、避難所運営時にどう

いった活動が必要になるかを確認した。

 避難所運営時の活動について、誰が、どの役割を担う

か等を話し合い、発表していただいた。
検討のようす

参考になるポイント

避難所運営を経験した施設管理者による当時の状況説明

同施設は、令和3年7月に避難所として開設した。施設管理者から、そのときの実態につ

いて、また、地域住民に協力していただきたいところについて、説明していただいた。

これを踏まえ、避難所開設時の役割分担を検討した。検討するにあたって、担当者を決

めるとその人が来れない場合もあるため、住民全体として、協力できるところについて

検討した。

避難所運営で、住民が協力できない
ところは特にないと思われる。

地域住民 地域住民

検討会参加者の声

開設時の施設の安全確認のような、
責任を問われるところは、住民がや
るのは荷が重いのではないか。



熊野東防災交流センター 第３回検討会

検討会の参加者

 地域住民：10名（近隣の６つの自主防災会及び自主防災組織）

 行政職員：５名

 施設管理者：１名

検討会で話し合った内容

（１）避難所開設の実地訓練

 避難所開設時の対応と流れを確認したあとで、避難所

開設時に使用するマニュアル（たたき台）の見方と様

式の使い方について説明した。

 施設及び施設内の設備、備品等を実際に活用して、避

難所開設の対応と流れを確認した。 実地訓練のようす

（２）避難所開設の実地訓練の振り返り

 実地訓練を振り返り、避難所開設時のひとつひとつの

対応とマニュアル、様式に対し、適切かどうか、グ

ループごとに検討した。

 検討した内容について、グループごとに発表し、全体

で共有した。
振り返りの結果

参考になるポイント

避難所開設時における対応の実地での確認

避難所開設時における対応について、実際に使用する備品なども活用しながら、実地で

検証することで、どういった作業が発生するか、どういった準備をしておく必要がある

か、検討メンバー全体で共有することができた。また、マニュアルの見せ方や様式のあ

り方についても、実際に使用していただくことで、修正点や追加点を発見することがで

きた。

居住スペースを土足禁止にするのか。
その場合、どこで靴を脱いで、置い
ておくのか、検討する必要がある。

地域住民 地域住民

検討会参加者の声

避難者登録名簿の記入事項が多いた
め、避難者が殺到した場合に、避難
者を待たせることになるのでは？



熊野東防災交流センター 第４回検討会

検討会の参加者

 地域住民：7名（近隣の５つの自主防災組織及び自治会）

 行政職員：５名

 施設管理者：１名

検討会で話し合った内容

（１）避難所運営時の対応と流れの確認と意見交換

 これまでの調査や検討の成果として作成した、避難所

開設・運営マニュアルの見方や内容の説明を行った。

 また、グループに分かれて、避難所を運営する際の各

班の対応と流れについて確認した。そのあとで、グ

ループごとに意見交換をして、発表した。 発表の様子

（２）避難所開設・運営体制の強化

 地域住民から、避難所開設・運営を担う避難所運営委

員会のリーダーとして、本部長を選出した。また本部

長を支える副本部長を複数名選出した。

本部長の選出

参考になるポイント

避難所運営時の対応と流れについての読み合わせ訓練

避難所運営時の対応は多岐にわたっており、一度にすべての訓練を実施するのは困難で

ある。そこで、避難所運営時の対応をいくつかの班で分け、読み合わせ訓練では、各グ

ループが１班ずつ、対応について読み合わせと意見交換をして、全体に発表した。この

訓練により、まずは避難所運営時に実施すべきことを把握し、また検討することができ

た。今後は、これを踏まえ、各班の対応について、より実際に近い訓練を実施していく。

災害が発生した際のガス・電気の状
況が心配。使えない場合の検討も必
要ではないか？

地域住民 地域住民

検討会参加者の声

避難者同士の情報交換の場や、伝言
板のようなものも必要では？たとえ
ばペットの飼い主の情報交換など。



竹原市中通地域交流センター
モデル避難所

No２

前提事項

 「中通地域交流センター」は平時は地域の活動

の拠点として活用されている施設である。

 浸水想定区域に含まれており、浸水害時には

２階が指定避難所として指定されており、平成

３０年７月豪雨災害の際には、避難所として開

設された。

 検討会に参加する地域住民は、当該学校区内の

全ての地区の役員及び女性を検討メンバーにす

るという点に注意して参加を募った。 中通地域交流センターの外観

検討会の流れ

中通地域交流センターでは全部で４回の検討会を実施してマニュアルを作成した。

竹原市職員の意見
初めは避難所運営への参画に消極的だった地域住民の方も、４回の検討会を通じて、

地元住民の参画の重要性を理解していただき、市内で初めて、避難所運営に地元住民

が参画する体制を構築することができよかった。

【第１回検討会の主な議事内容】

 検討会の目的

 竹原市で起こる可能性のある災害と避難

 避難所の開設と受入れ

【第２回検討会の主な議事内容】

 避難所開設の流れと主な活動

 避難所運営の流れと主な活動

 避難所運営にあたっての役割分担と体制

【第３回検討会の主な議事内容】

 避難所レイアウトの検討

 避難所開設の実地検証

 避難所開設の流れの振り返り

【第４回検討会の主な議事内容】

 避難所運営時の対応の確認・検討

 避難所ルールの検討

 代表者の選任



中通地域交流センター 第１回検討会

検討会の参加者

 地域住民 ：１３名（近隣の４つの住民自治組織）

 行政職員 ：４名

 施設管理者：１名

検討会で話し合った内容

（１）竹原市で起こる可能のある災害と避難

 竹原市の被害想定をもとに地震災害と風水害それぞれ

で被害と影響を確認した。

 ハザードマップを見て地域の災害リスクを確認し、自

宅の浸水リスク、避難所までの安全な避難経路、避難

のタイミングなどをワークショップで確認した。 ワークで使用した避難シート

（２）避難所の開設と受入れ

 避難所の開設と受入れの流れについて実際の被災地の

写真などをもとに確認した。

 開設にあたって地域住民としてどんな協力ができるか

をグループで話し合って発表していただいた。
グループで検討する様子

参考になるポイント

中通小学校区協働のまちづくりネットワーク会長からの参加者への趣旨説明

当該学校区の自治会連合会にあたる中通小学校区協働のまちづくりネットワーク会長か

ら、参加した地域住民に対して、全４回の検討会を通じて検討する目的や趣旨および避

難所運営にあたっての地域住民の協力の必要性を説明したことで、参加者全員の認識が

統一され、地域住民が前向きに検討会に参加することができた。

施設が開館している時間帯で、施設
が受け入れられる規模の避難者数で
あれば、対応することはできる。

施設管理者

検討会参加者の声

地域住民

事前に「何を」「どのように」実施
するのか、取り決めがされていれば、
住民が協力できることもある。



中通地域交流センター 第２回検討会

検討会の参加者

 地域住民 ：１３名（近隣の４つの住民自治組織）

 行政職員 ：２名

 施設管理者：２名

検討会で話し合った内容

（１）避難所開設の流れと主な活動

 施設の平面図や避難所開設時に使用する様式をもとに

避難所開設の流れや地域住民に協力してもらいたい活

動を確認した。

 開設時にあたって、地域住民、施設管理者からどのよ

うな対応をとるのか話し合い、発表していただいた。 活動を確認する資料

（２）避難所運営にあたっての役割分担と体制

 竹原市避難所運営マニュアルを参考にした避難所運営

の組織体制案を確認した。

 避難所運営の活動について、誰が、どの役割を担うか

等を話し合い、発表していただいた。
グループで検討する様子

参考になるポイント

避難所運営体制の考え方

避難所運営の組織体制について、それぞれ１つの班を、１つの地区が担当することを検

討できるよう地区の数にあわせて、４つの班で構成される班体制とした。意見交換を経

て、結果的には１つの班を１つの地区が担当することにはならなかったが、地区の数な

どの実態にあわせて組織体制を考えることも重要。

避難所の清掃など、避難者ができる
ことは避難者にもやってもらう。

地域住民

検討会参加者の声

施設管理者

施設が開館している時間帯は、施設
管理者が中心となり、開設時の対応
を行っていく。



中通地域交流センター 第３回検討会

検討会の参加者

 地域住民 ：１５名（近隣の４つの住民自治組織）

 行政職員 ：２名

 施設管理者：２名

検討会で話し合った内容

（１）避難所レイアウトの検討

 実際の避難所の写真や施設の避難所レイアウト（たた

き台）をもとに、避難所にはどのような部屋やスペー

スが必要にとなるのか確認した。

 避難所として利用する場合のレイアウトについて、意

見交換し、発表していただいた。 避難所レイアウト（たたき台）

（２）避難所開設の流れの振り返り

 実際に行う活動について、マニュアル（たたき台）を

見ながら、施設のそれぞれの場所で確認した。

 マニュアル（たたき台）に反映したほうがよいことな

どを意見交換し付箋紙に書き模造紙に貼りだした。
グループで検討する様子

参考になるポイント

避難所のレイアウトの検討について

避難所に必要もしくはあったほうが望ましい部屋やスペースなどは多くあるが、施設の

規模にあわせて、最低限必要と思われる部屋やスペースをたたき台をもとに意見交換し

検討したことで、施設に見合ったレイアウトを検討することができた。

避難してきた人が分かりやすいよう
に、動線を矢印で表示してはどうか。

地域住民

検討会参加者の声

地域住民

１階は浸水リスクがあるが、１階に
て物資を保管し、机の上など高い場
所に置いておく。



中通地域交流センター 第４回検討会

検討会の参加者

 地域住民 ：１７名（近隣の４つの住民自治組織）

 行政職員 ：３名

 施設管理者：１名

検討会で話し合った内容

（１）避難所運営時の対応の確認

 避難所開設・運営マニュアルをもとに、運営時の対応

について、各班ごとに分かれて、マニュアルの記載内

容や対応などを確認した。

 自分たちの避難所にあったマニュアルを作るという視

点で、マニュアルの改善点や必要になる資機材等につ

いて意見交換し、発表していただいた。

グループで検討する様子

（２）代表者の選任

 避難所開設・運営にかかる避難所検討委員会の代表者

および副代表者について意見交換し、代表者および副

代表者を決定した
発表する様子

参考になるポイント

代表者の選任について

代表者および副代表者の選任にあたっては、個人を指定せず、当該地域の自治会振興会

（連合会）の会長が代表者、会長以外の自治会長が副代表とすることとした。役割を個

人に固定せず、役職の任期にあわせ持ち回りで、代表者等を担当する仕組みとすること

ができた。

共有空間の掲示を大きくして誰にで
もよく見えるようにする必要がある。

地域住民

検討会参加者の声

地域住民

避難者の把握を行うには、レイアウ
トであらかじめ地域分けを検討する
必要がある。



世羅町大田自治センター
モデル避難所

No３

前提事項

 「大田自治センター」は平時は地域の活動の拠

点として活用されている施設である。

 平成３０年７月豪雨災害の際には、避難所とし

て開設された。

 検討会に参加する地域住民は、まちづくりコ

ミュニティの活性化、地区内の自主防災会から

のメンバーの参加という点に注意して参加を

募った。

大田自治センターの外観

検討会の流れ

中通地域交流センターでは全部で４回の検討会を実施してマニュアルを作成した。

【第１回検討会の主な議事内容】

 検討会の目的

 世羅町で起こる可能性のある災害と避難

 避難所の開設と受入れ

【第２回検討会の主な議事内容】

 避難所開設の流れと主な活動

 避難所運営の流れと主な活動（運営にあたっての体制を含む）

【第３回検討会の主な議事内容】

 避難所レイアウトの検討

 避難所開設の実地検証

 避難所開設の流れの振り返り

世羅町職員の意見
世羅町では、西日本豪雨災害等を経験し、町職員のみでの避難所運営には限界があり、町・施設管理者・地域住

民が共同で避難所運営を行う仕組みづくりが必要だと感じていました。今回モデル地区事業に参画し、施設管理者、
地域住民の皆さんとご意見を交わし、大田自治センターの避難所マニュアルを策定させていただきました。今後、
このマニュアルを活用して防災訓練に取り組み、他の指定避難所マニュアルも策定して、地域防災力の向上につな
げていきたいと考えています。

【第４回検討会の主な議事内容】

 避難所運営時の対応の確認・検討

 避難所ルールの検討

 代表者の選任



大田自治センター 第１回検討会

検討会の参加者

 地域住民 ：１８名（近隣の住民自治組織と自主防災会）

 行政職員 ：１名

 施設管理者：２名

検討会で話し合った内容

（１）世羅町で起こる可能のある災害と避難

 世羅町の被害想定をもとに地震災害と風水害それぞれ

で被害と影響を確認した。

 ハザードマップを見て地域の災害リスクを確認し、自

宅の浸水リスク、避難所までの安全な避難経路、避難

のタイミングなどをワークショップで確認した。 ワークで使用した避難シート

（２）避難所の開設と受入れ

 避難所の開設と受入れの流れについて実際の被災地の

写真などをもとに確認した。

 被災地の実態を踏まえ、開設にあたって町職員や施設

管理者だけでなく、地域住民と自主防災会の協力の協

力の必要性を確認した。
検討する様子

参考になるポイント

地域の災害リスクを踏まえた避難所運営を検討

特に風水害においては、地域によっては指定避難所までの避難ルート上に災害リスクが

あり、避難所への避難が困難な地域もある。地域の災害リスクを再確認し、地域全体で

共通の認識を持ち、災害リスクを踏まえて避難所運営体制を検討することも重要。

避難所として利用するにあたって、
施設にどれだけ必要な資機材がある
のか確認したい。

地域住民

検討会参加者の声

地域住民

自らの地域に認識していなかった災
害リスクがあることがわかった。



大田自治センター 第２回検討会

検討会の参加者

 地域住民 ：２２名（近隣の住民自治組織と自主防災会）

 行政職員 ：１名

 施設管理者：２名

検討会で話し合った内容

（１）災害ごとの避難所開設の流れと主な活動

 施設の平面図や避難所開設時に使用する様式をもとに

避難所開設の流れや地域住民に協力してもらいたい活

動を確認した。

 開設時にあたって、地域住民、施設管理者からどのよ

うな対応をとるのか話し合い、発表していただいた。 活動を確認する資料

（２）避難所運営の流れと主な活動

 避難所運営の活動について、被災地の実例の写真を基

にどのようなことを行うのか確認した。

 避難所運営にあたって協力できることについて、グ

ループで意見交換し、発表していただいた。
グループで検討する様子

参考になるポイント

避難所運営の検討を通じた地域防災力の向上

同じ地区内であっても、それぞれの住民自治組織によって防災の取り組みが活発な組織

とそうでない組織がある。避難所運営を地区全体で行っていくための検討を通じて、地

区の防災力の向上の必要性を認識することで、地区全体で防災の取り組みを進めるため

のきっかけになる場合もある。

避難所運営の対応について、地区か
ら応援に行ってもらえるなども考え
ていかないといけない。

地域住民

検討会参加者の声

施設管理者

避難所開設等にあたって、地区全体
として対応ができるよう備えていく
必要がある。



大田自治センター 第３回検討会

検討会の参加者

 地域住民 ：２１名（近隣の住民自治組織と自主防災会）

 行政職員 ：１名

 施設管理者：２名

検討会で話し合った内容

（１）避難所レイアウトの検討

 実際の避難所の写真や施設の避難所レイアウト（たた

き台）をもとに、避難所にはどのような部屋やスペー

スが必要にとなるのか確認した。

 避難所として利用する場合のレイアウトについて、意

見交換し、発表していただいた。 避難所レイアウト（たたき台）

（２）避難所開設の流れの振り返り

 実際に行う活動について、マニュアル（たたき台）を

見ながら、施設のそれぞれの場所で確認した。

 マニュアル（たたき台）に反映したほうがよいことな

どを意見を発表していただいた。
活動の確認の様子

参考になるポイント

避難所開設・運営における活動の実地での確認

避難所開設・運営における活動について、具体的な作業を実地で検証することで、必要

な物品や資機材などがどこにあるのかなどを検討メンバー全体で共有することができ、

また改善点を発見することができる。継続的に実地での訓練や検証を行い、活動内容の

ブラッシュアップにつなげる。

要配慮者に配慮し、段差がない場所
を要配慮者スペースにしたほうがよ
いのではないか。

地域住民

検討会参加者の声

地域住民

要配慮者や性別、体調不良者などに
配慮した場所の設定が必要だと思う。



大田自治センター 第４回検討会

検討会の参加者

 地域住民 ：２０名（近隣の住民自治組織と自主防災会）

 行政職員 ：１名

 施設管理者：２名

検討会で話し合った内容

（１）避難所運営時の対応の確認

 避難所開設・運営マニュアルをもとに、運営時の対応

について、各班ごとに分かれて、マニュアルの記載内

容や対応などを確認した。

 自分たちの避難所にあったマニュアルを作るという視

点で、マニュアルの改善点や必要になる資機材等につ

いて意見交換し、発表していただいた。

検討の様子

（２）代表者の選任

 避難所開設・運営にかかる避難所検討委員会の代表者

および副代表者について意見交換し、代表者および副

代表者の選任の方針を決定した。
発表の様子

参考になるポイント

避難所運営時の対応の確認方法

限られた時間内では、全員が全ての業務を確認することは難しいため、参加者を避難所

の運営時の班構成と同じ数のグループに分け、１グループにつき、１つの班の業務を確

認してもらい、グループ内で意見交換した。

必要な対応については、網羅されて
いるため、マニュアルを手がかりに
訓練などで詳細を確認したい。

地域住民

検討会参加者の声

地域住民

この施設や地域にあわせて具体的な
記述内容にしていく必要がある。



熊野町くまの・みらい交流館
モデル避難所

No４

前提事項

 「くまの・みらい交流館」は平時は地域のコ

ミュニティ活動の場として活用されており、地

域住民にとっては馴染みの深い施設である。

 レベル２で状況によっては自主避難所として開

設される。

検討会の流れ

くまの・みらい交流館では全部で２回の検討会を実施してマニュアルを作成した。

くまの・みらい交流館の外観

【第１回検討会の主な議事内容】

 検討会の目的

 熊野町で起こる可能性のある災害と避難

 避難所の開設と受入れ

【第２回検討会の主な議事内容】

 避難所運営時における対応の内容確認

 避難所運営時の対応で住民が協力できることの検討

熊野町職員の意見

新型コロナウイルス感染症の影響により思ったように検討会が開催できなかったが、

地域の皆さんと一緒に避難所の開設・運営について検討を行うことで、協力体制が構

築できた。



くまの・みらい交流館 第１回検討会

検討会の参加者

 地域住民：１２名（近隣の６つの自主防災会及び自主防災組織）

 行政職員：４名

 施設管理者：１名

検討会で話し合った内容

（１）熊野町で起こる可能のある災害と避難

 熊野町の被害想定をもとに地震災害と風水害それぞれ

で被害と影響を確認した。

 ハザードマップを見て地域の災害リスクを確認し、自

宅の浸水リスク、避難所までの安全な避難経路、避難

のタイミングなどをワークショップで確認した。 ワークで使用した避難シート

（２）避難所の開設と受入れ

 避難所の開設と受入れの流れについて実際の被災地の

写真などをもとに確認した。

 地域住民として開設時に協力できる業務が何かをグ

ループで話し合って発表していただいた。
役割分担を検討する様子

参考になるポイント

避難所運営を経験した住民による当時の状況説明

平成３０年７月豪雨災害で避難所運営をご経験された地域住民の方に、避難所では地域

住民の協力が不可欠であること、実際の避難所運営では誰が何をすればよいか分からず

混乱すること、避難所開設・運営マニュアルがあれば参考になることを説明していただ

いたことで、参加者全員が意欲的に検討会に参加できた。

避難所の開設と受入れにおいては、
行政の方だけでなく私たち住民にも
できることがあると知った。

地域住民 地域住民

検討会参加者の声

自宅から避難所までの避難経路につ
いても事前に検討しておく必要性を
感じた。



くまの・みらい交流館 第２回検討会

検討会の参加者

 地域住民：１２名（近隣の６つの自主防災会及び自主防災組織）

 行政職員：４名

 施設管理者：１名

検討会で話し合った内容

（１）避難所運営時における対応の内容確認

 避難所を運営していくにあたって、どんな対応が必要

になるか、またその際のポイントについて説明を行っ

た。また対応を実施するにあたっての組織編制等につ

いても説明した。

 説明する際に、実際に避難所を運営した経験のある住

民に、当時の状況について話していただいた。
避難所運営時の対応の確認

（２）避難所運営時の対応で住民が協力できることの検討

 避難所運営時の対応を確認したあとで、ひとつひとつ

の対応について、住民として協力できること、できな

いことについて検討した。

対応についての検討の様子

参考になるポイント

避難所運営を経験した住民による当時の状況説明

平成３０年７月豪雨災害で避難所運営をご経験された地域住民の方に、避難所運営時の

状況や対応、当時の課題等について、話をしていただいた。そのあとで、より実態に即

して、避難所運営時に協力できることや、協力しなければならないことについて、検討

することができた。

個人情報の取扱いや、専門家でない
と対応できないこともあるので、補
助的な協力をしていければと思う。

地域住民 地域住民

検討会参加者の声

だいたいのことは協力できるが、急
に言われても困るので、事前の合意
形成が重要ではないかと思った。



広島市 落合小学校モデル避難所

No５

前提事項

 平成26年8月豪雨、平成30年7月豪雨時に土砂災

害が発生した、広島市安佐北区にある小学校。

 地域防災リーダー（防災士）を中心とした、防

災に関する取組みが充実している。

 落合小学校では、地域の自主防災組織（連合

会）により、避難所運営マニュアルが作成され

ており、避難所運営を実施する体制（落合小学

校指定避難所運営本部）も整備されている。

検討会の流れ

落合小学校では、全部で４回の検討会を実施してマニュアルを作成した。

落合小学校

【第１回検討会の主な議事内容】

 避難所運営マニュアルの作成について

 落合小学校周辺の危険について

 要配慮者支援の必要について

【第２回検討会の主な議事内容】

 安否確認システムの登録について

 訓練企画・既存マニュアル内容の確認

【第３回検討会の主な議事内容】

 避難所運営の効率化

 各班の活動とポイント（マニュアル内容）

 各班ごとの訓練内容と方法

【第４回検討会の主な議事内容】

 災害を想定した避難訓練

 避難所受付・運営訓練

 訓練の振り返りとマニュアルへの反映



 要配慮者支援の必要性、要配慮者支援のポイントにつ

いて、講義を通じて確認した。

落合小学校 第１回検討会

検討会の参加者

 地域住民：約30名（落合学区自主防災会連合会）

 行政職員：3名

検討会で話し合った内容

（１）避難所運営マニュアルの作成について

 「落合学区」で既に作成している避難所運営マニュア

ルについて、その内容の強化・充実を図ることを基本

に、検討会を進めていくことを確認した。

（２）落合小学校周辺の危険について

 ハザードマップを参考にしながら、落合小学校地区の

特徴を確認した。特に、落合小学校地区には土砂災害

危険があることから、災害発生前の避難行動が重要で

あること、同学区では、「メール連絡網システム」を

活用した避難の呼びかけを行うことについて確認した。

落合小学校の特徴整理

参考になるポイント

既存の「避難所マニュアル」の内容の強化・充実のための検討会と訓練の実施

既にある「避難所マニュアル」に関して、その内容の強化を図ること、特に要配慮者支

援についての内容強化を目指すこと、訓練を通じてマニュアルを検証し、災害対応力の

実効性を高めることを目標に、検討会と訓練の実施を行うことを確認しました。

配慮を要する方には、様々な種類が
あり、それぞれ配慮を行う際のポイ
ントがあることがわかった。

地域住民 地域住民

検討会参加者の声

メール連絡網システムなどを通じた
情報連絡の仕組みがあることがわ
かった。

（３）要配慮者支援の必要について

検討の進め方



落合小学校 第２回検討会

検討会の参加者

 地域住民：約30名（落合学区自主防災会連合会）

 行政職員：3名

検討会で話し合った内容

（１）安否確認システムの登録について

 「落合学区自主防災会連合会」で整備している安否

確認システムについて、その内容を確認するととも

に、スマートフォンへの登録の方法を把握した。

 参加者各人は、自分のスマートフォンへの登録手続

きを行った。

（２）訓練企画・既存マニュアル内容の確認

 10月に実施を予定している、避難所開設・運営訓練の

内容について確認した。避難者の受け入れを行うとと

もに、各班で取り組む活動内容について、班長が訓練

参加者に対して説明できるようになることを訓練の目

標として設定した。

落合学区

安否確認システム

参考になるポイント

安否登録を通じた「要配慮者の支援」、顔の見える関係づくり

安否確認システムは、登録している人に対して、「避難情報」が出ていることを通知す

る情報伝達システムでもあるため、あらかじめ配慮の必要な人や家族にも登録していた

だけると、避難の呼びかけをサポートするツールにもなる。実際に配慮の必要な方のお

宅に出向いて登録促進を行うことで、顔の見える関係も作ることになるため、今後、こ

の登録の促進を進めることとなった。

避難所の開設・運営は、避難してき
た人にも協力してもらえるように伝
え、理解をしてもらうことも重要

地域住民 地域住民

検討会参加者の声

落合学区の居住者に安否登録を進め
ていくのがよい。役員が登録の支援
をすることで取り組みを進める。



落合小学校 第３回検討会

検討会の参加者

 地域住民：約30名（落合学区自主防災会連合会）

 行政職員：2名

検討会で話し合った内容

（１）避難所運営の効率化

 広島工業大学より、デジタル技術を活用し、受付時点

で避難者情報を登録し避難者管理を行うことが効果的

な被災者対応の実現につながるとの説明があった。

 今年度行う訓練の中で、避難者情報登録の試行を行う

こととなった。

避難所効率化に関する説明の様子

（２）各班の活動とポイント（マニュアル内容）

 避難所運営を担う、情報広報班、施設管理班、救援救

護班、食料物資の各班が実施する内容について、特に

ポイントとなる事項について確認した。

 続いて、各班ごとに分かれ、班の活動内容及び、今年

度実施する訓練で取組む内容と班員の役割分担、訓練

までの準備事項について、班長を中心に検討した。

各班の活動のポイント説明

参考になるポイント

避難所開設・運営に関する訓練を通じた活動の確認

避難所の開設・運営における班の活動について、訓練を通じて、実際どうすればよいか、

確認するとともに、実際、マニュアルに記載内容が適しているかも確認できるとよい。

訓練では、班としてどんなことをや
ることになるのか、訓練に参加する
人に説明できるとよい。

地域住民 地域住民

検討会参加者の声

班の役割に応じ、自分が何をすれば
よいか理解しておく必要がある。わ
かりやすいマニュアルがあるとよい。

各班での検討の様子



落合小学校 第４回検討会

訓練の参加者

 地域住民：約70名（落合南1～５丁目の住民、落合学区町内会連合会、安佐北消防

団、自主防災会連合会）

 行政職員：約10名

 施設管理者：1名

訓練の内容

（１）災害を想定した避難訓練

 災害が発生したと想定して、住民一人一人が、自宅か

ら、避難先となる落合小学校まで移動する避難訓練を

実施した。

避難及び受付訓練

（２）避難所受付訓練

 落合小学校まで避難してきた住民に対し、受付を行う

訓練を実施した。訓練では、実際に様式に記入する受

付と、ICタグを活用した受付を実施した。

様式への記入

参考になるポイント

避難所運営時の対応と流れについての確認

避難所運営時の対応は多岐にわたっており、一度にすべての訓練を実施するのは困難で

あるため、避難所運営時の対応をいくつかの班で分け、各グループが１班ずつ、対応に

ついて確認をして、住民全体に発表した。この訓練により、まずは、住民全体が避難所

運営時に実施すべきことを把握することができた。

（３）避難所運営訓練

 避難所運営委員会の各班の対応について、各班から住

民に対して発表を行った。その際に、運営時に使用す

る資機材の設置や使い方についても、実際に見せなが

ら説明した。また、避難者の健康のための体操を実施

した。

段ボールベッドの設置 飲食料の配布 健康体操


